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小児甲状腺被ばく調査結果説明会の結果について

平成２３年９月５日

内閣府原子力被災者生活支援チーム

３月２４日から３０日にかけていわき市、川俣町、飯舘村において小児１，１４

９人を対象に実施された甲状腺被ばく調査の結果について、８月１７日（水）から

同月２１日（日）にかけて福島県内で説明会を実施した。

１．経緯

（１）小児甲状腺被ばく調査は、平成 23 年 3 月 25 日付原子力安全委員会緊急助言

組織の依頼（参考１）により、現地災害対策本部において実施されたもの。

（２）5月 12 日の原子力安全委員会において原子力安全委員会事務局より「福島県

における小児甲状腺被ばく調査結果について」として報告（参考２）されたが、

その後、住民の方々から結果の数値を個別に教えてほしいとの要望があったた

め、原子力災害対策本部原子力被災者支援チームより、測定をされた住民の方々

に個別の測定結果と結果概要について説明を行ったもの。

２．説明会の内容

①全体説明（調査及び結果の概要、放射線と甲状腺）（参考３,４,５）：約４０分

○測定結果はすべて原子力安全委員会が問題となるレベルではないとしている毎時０．

２マイクロシーベルトを下回った。

○測定者の５５％が毎時０．００マイクロシーベルト、９９％が毎時０．０４マイクロ

シーベルト以下。

②医師免許を持つ相談員による個別相談（５ブース）：約２時間

３．参加人数（暫定値）

全日程を通じ、１，１４９名に通知し、そのうち３４８名分の保護者が来所。

８月１７日（水）於 いわき市

開催通知の送付は１３７名、そのうち４５名分の保護者等約８０名が来所。

うち個別相談を受けたご家族は２５組

８月１８日（木）於 福島市（飯舘村での受験者が対象）

８月１９日（金）於 福島市（飯舘村での受験者が対象）

開催通知の送付は３１８名、そのうち８７名分の保護者等約７５名が来所

うち個別相談を受けたご家族は３３組

８月２１日（日）於 川俣町（午前と午後 計２回）

開催通知の送付は６９４名、そのうち２１６名分の保護者等約２００名が来所

うち個別相談を受けたご家族は１３０組
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４．個別相談での主な質問

○兄弟で同じような生活をしていたのに、数値が異なるのはなぜか。

○ヨウ素による内部被ばくの検査はまた受けなくて大丈夫か。

○慢性的な被ばくと一回の被曝ではどちらが危険なのか。

○自然に放射線を浴びると聞きますがどれくらいの線量なのか。

○放射線による遺伝的な影響はないのか。

以上
























